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1月20日

№66
は ち ま ん た い 議 会 だ よ り

■議員と語る会…………Ｐ２
■１２月定例会……………Ｐ４
■一般質問(10人)………Ｐ6

主な内容

―  平舘こども園  ―

習字の時間
あじさい組
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　八幡平市議会は令和３年１２月４日･１１日・１８日の３日間、議会報告会「議員と
語る会」を開催しました。市内５会場で開かれた議員と語る会には過去最多の
市民88人が参加。議員自らが令和３年第３回定例会などの議会報告をしたほか、

「あなたにとって八幡平市に必要なもの」をテーマに設定して意見交換を行いま
した。（掲載は主なもの）

「 議 員 と 語 る 会 」
大更コミセンで初めて
ワークショップ形式で開催

議員が５会場に分かれて参加者と意見交換しました
ワークショップ形式で開催した大更コミュニティセンター（１２月４日）

２  班

大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
12
月
４
日
●

■
参
加
者　
36
人

▼�

寺
田
地
区
か
ら
西
根
一
中
に
通
学
す

る
際
に
北
側
入
り
口
が
荒
れ
て
い
る

の
で
、
早
急
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼�

車
い
す
で
も
生
活
が
で
き
る
よ
う
な

政
策
を
お
願
い
し
た
い
。

▼�

市
役
所
の
手
続
き
は
、
１
カ
所
の
窓

口
で
す
べ
て
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

▼�

児
童
遊
園
の
砂
利
が
粗
い
の
で
、
子

ど
も
た
ち
が
危
険
で
あ
る
。
砂
を
入

れ
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

１  班

寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１２
月
11
日
●

■
参
加
者　
9
人

３  班

田
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１２
月
11
日
●

■
参
加
者　
２４
人

▼�

高
宮
か
ら
川
前
、
中
ノ
橋
を
通
っ
て

平
笠
地
区
へ
の
道
路
の
拡
張
お
よ
び

改
良
を
し
て
ほ
し
い
。

▼�

子
育
て
支
援
が
手
厚
い
八
幡
平
市
の

魅
力
を
全
国
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
っ
と
発
信
す
る
べ
き
。

▼�

竹
花
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
水
道
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

▼�

以
前
か
ら
陳
情
し
て
い
る
田
頭
小
学

校
前
か
ら
川
前
公
民
館
ま
で
の
道
路

お
よ
び
歩
道
（
通
学
路
）
の
修
繕
舗

装
工
事
を
早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

１  班

田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１２
月
1８
日
●

■
参
加
者　
１０
人

▼�

松
尾
の
水
源
地
を
変
え
て
ほ
し
い
。

水
道
水
に
ケ
イ
素
成
分
が
多
く
て
、

水
道
の
蛇
口
や
加
湿
器
が
故
障
す
る
。

▼�

観
光
の
目
玉
商
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
、
簡

単
に
情
報
を
知
る
方
法
が
な
い
。

▼�

釜
石
環
状
列
石
の
本
格
的
な
調
査
を

し
て
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
地
上

に
出
し
、
世
界
遺
産
に
追
加
申
請
し

て
ほ
し
い
。

▼�

地
区
に
高
齢
者
や
生
活
弱
者
向
け
の

生
活
支
援
連
絡
所
を
検
討
す
る
べ
き
。

３  班

松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１２
月
1８
日
●

■
参
加
者　
９
人

▼�

小
・
中
学
生
の
学
力
向
上
と
平
舘
高

校
存
続
の
た
め
に
教
育
重
視
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

▼
高
齢
者
へ
補
聴
器
購
入
な
ど
の
助
成

　
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

▼�

大
更
顔
づ
く
り
施
設
の
建
設
に
お
金

が
掛
か
り
過
ぎ
る
。

▼�

市
道
の
軽
舗
装
や
通
学
路
の
歩
道
を

整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼�

総
合
運
動
公
園
に
遊
歩
道
や
四
季
の

花
公
園
を
整
備
し
、
子
育
て
世
代
や

市
民
の
憩
い
の
場
に
し
て
ほ
し
い
。７グループに分かれて話し合った様子

▼�

田
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に
改
修
し
て
ほ

し
い
。
国
体
の
実
施
会
場
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
に
す
る
べ
き
。

▼�

に
し
ね
眼
科
前
の
バ
ス
停
に
バ
ス
利

用
者
の
待
合
室
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼�

寺
志
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
方

が
い
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

に
整
備
す
れ
ば
利
用
者
は
増
え
る
。

▼��

冬
期
間
は
信
号
機
に
雪
が
積
も
っ
て

見
え
づ
ら
い
た
め
、
信
号
機
を
横
型

か
ら
縦
型
に
交
換
し
て
ほ
し
い
。
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12月定例会

５年ぶりの指定管理者の
指定など全65議案を可決

●会期　１２月６日～１2月１４日(９日間)

12月定例会議案採決（発議案第３号）

今回は
市長提出議案　６２件
議員提出議案　３件
請願　　　　　１件

音
楽
練
習
室
の
内
装

防
音
仕
上
げ
材
変
更

　
（
株
）高
建
工
業
と
の
工
事
契
約
金
額

を
１
０
９
万
円
増
額
し
、
３
億
３
８
０

５
万
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

最
近
、
変
更
契
約
の
議
案
が
多

い
。
変
更
す
る
場
合
は
、
資
料

配
付
な
ど
を
行
い
、
内
容
を
精

査
で
き
る
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
契
約
変
更
が

多
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は

設
計
数
量
な
ど
庁
内
で
も
厳
格

に
精
査
す
る
。

音
楽
練
習
室
の
内
装
仕
上
げ
材

の
変
更
は
、
練
習
室
の
音
響
効

果
や
防
音
上
の
不
都
合
が
あ
っ

た
の
か
。
コ
ロ
ナ
化
で
の
建
設

資
材
高
騰
も
影
響
し
て
い
る
か
。

当
初
は
、
防
音
を
重
視
し
た
設

計
で
あ
っ
た
が
、
大
音
量
を
発

す
る
場
合
も
想
定
し
、
残
響
を

防
ぐ
吸
音
材
と
吸
音
用
の
カ
ー

テ
ン
を
設
備
し
、
施
設
の
精
度

を
上
げ
る
た
め
に
変
更
す
る
も

の
で
あ
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
９
号
】　

平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＱＡ

１
億
４
９
５
９
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
９
５

９
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
２
０
３
億
９
６
５
２
万
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
除
雪
業
務
委
託
料　

　
６
０
０
０
万
円

▼
主
食
用
水
稲
生
産
緊
急
支
援
給
付
金

　
３
３
３
０
万
円

こ
の
時
期
に
除
雪
業
務
委
託
料

６
千
万
円
の
補
正
の
内
容
は
。

平
成
２７
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
の
除
雪
費
は
１
億
８
千
万

円
程
で
あ
る
。
そ
の
実
績
と
１２

月
１
日
に
供
用
開
始
し
た
大
更

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、
同
地
周
辺

の
除
雪
費
用
な
ど
を
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
１４
号
】
八
幡
平
市
立
大
更
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
か
ら
【
議
案
第
５４
号
】
岩
手
山
焼
走
り

国
際
交
流
村
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
の
４１
件
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
基
本
条
例
改
正

　
議
会
基
本
条
例
第
14
条
に
つ
い
て
は
、

政
策
検
討
会
議
に
お
い
て
、
必
要
に
応

じ
会
議
の
中
で
委
員
以
外
の
者
か
ら
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
変
更

し
、
第
27
条
で
は
、
議
会
事
務
局
は
議

員
の
議
会
活
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供

に
つ
い
て
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

【
発
議
案
第
１
号
】　
八
幡
平
市
議
会
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

え
ん
罪
被
害
者
の

救
済
を
目
的
と
す
る

　
再
審
開
始
決
定
を
得
た
事
件
の
多
く

で
は
、
開
示
さ
れ
た
証
拠
が
再
審
開
始

の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
再

審
請
求
手
続
に
お
け
る
証
拠
開
示
の
制

度
化
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
証
拠
開
示
に
係
る
明
文
の
規
定

が
存
在
せ
ず
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
に
改
正
さ
れ

た
刑
事
訴
訟
法
の
附
則
に
お
い
て
、
政

府
は
こ
の
法
律
の
公
布
後
、
必
要
に
応

じ
速
や
か
に
再
審
請
求
審
に
お
け
る
証

拠
の
開
示
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
旨
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
証
拠
開
示
の
制
度

化
を
早
急
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
検
察
官
が
再
審
開
始
決
定
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
再
審
公
判
で
主
張

を
行
う
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
再
審
請
求
手
続
の
長
期
化
を
招

く
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官

に
よ
る
不
服
申
立
て
は
行
え
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お

い
て
は
、
え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早

く
救
済
す
る
た
め
、
刑
事
訴
訟
法
を
速

や
か
に
改
正
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
発
議
案
第
３
号
】　
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改

正
を
求
め
る
意
見
書　

【
議
案
第
５５
号
】　
令
和
３
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

ＱＡ

５
３
７
万
円
増
額
の

変
更
契
約
を
締
結

　
（
株
）高
建
工
業
と
の
工
事
契
約
金
額

を
５
３
７
万
円
増
額
し
、
１７
億
５
４
３

７
万
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

請
負
契
約
し
た
建
設
工
事
費
を

変
更
す
る
具
体
的
な
内
容
は
。

除
ふ
ん
用
ロ
ー
ラ
ー
、
え
さ
給

餌
機
な
ど
の
各
種
機
器
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
、
各
牛
舎
の
電
気

配
線
配
管
ル
ー
ト
と
循
環
扇
設

備
、
照
明
設
備
の
変
更
が
必
要

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
外
構
工
事

と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、
屋
外

埋
設
配
管
配
線
ル
ー
ト
の
変
更

が
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
初
設
計
で
機
械
の
大
き
さ
に

つ
い
て
は
、
大
ま
か
な
判
断
で

設
計
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

導
入
す
る
機
械
に
つ
い
て
は
、

入
札
の
結
果
、
同
等
の
機
能
を

有
す
る
も
の
で
安
価
な
も
の
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
さ

が
変
更
に
な
り
、
当
初
設
計
が

変
更
に
な
っ
た
。

ＱＡ
【
議
案
第
１０
号
】
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＱＡ

１
億
３
６
１
６
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
６
１

６
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
２
０
５
億
３
２
６
８
万
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
費

　
１
億
３
４
５
０
万
円

10
万
円
を
全
て
現
金
で
給
付
す

る
こ
と
も
可
能
と
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
当
市
の
考
え
方
は
。

今
回
、
上
程
し
た
予
算
は
５
万

円
の
給
付
分
で
あ
る
。
残
り
の

分
の
予
算
化
と
現
金
を
用
意
で

き
る
か
検
討
し
な
が
ら
、
可
能

で
あ
れ
ば
、
現
金
10
万
円
を
一

括
で
給
付
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。

給
付
の
対
象
と
な
る
人
数
は
。

児
童
手
当
の
支
給
対
象
に
な
っ

て
い
る
児
童
生
徒
と
高
校
生
が

対
象
に
な
る
。
給
付
す
る
対
象

人
数
は
２
６
９
０
人
で
あ
る
。

【
議
案
第
６２
号
】
令
和
３
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１０
号
）　

ＱＡＱＡ

３
常
任
委
員
会
を　

２
常
任
委
員
会
に

　
八
幡
平
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
よ
り
、

議
員
定
数
が
20
人
か
ら
18
人
に
減
少
す

る
こ
と
に
伴
い
、
活
動
の
合
理
化
を
図

る
た
め
、
現
在
の
議
会
広
聴
広
報
常
任

委
員
会
を
除
く
３
つ
の
常
任
委
員
会
を

１
つ
減
ら
し
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
に

変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
発
議
案
第
２
号
】　
八
幡
平
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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質問した事項
関　　治人　議員 （八起会)……………………………６
　・高齢者遠隔医療について
　・起業志民プロジェクト事業について
　・田山多目的グラウンドについて

渡辺　義光　議員 （市民クラブ)………………………7
　・新市長の政治姿勢と公約実現について
　・新図書館を核にしたまちづくり・人づくり事業について

工藤　隆一　議員 （八起会)……………………………８
　・市長の公約について
　・地域農業を守る
　・選挙の投票率について
　・教科担任制について

勝又　安正　議員 （八起会)……………………………８
　・農政の「優等生」多面的機能支払交付金と中山間地域等
　　直接支払制度について
　・人口減少対策と地域経済の活性化について
　・八幡平市のリンドウ振興について

井上　辰男　議員 （八起会)……………………………９
　・新市長の市政について
　・移動期日前投票所について
　・防災について

熊澤　　博　議員 (自由クラブ)………………………１０
　・市長と議会の関係について　
　・環境保護について

北口　　功　議員 （無会派)……………………………１０
　・治水や防災対策の取り組みについて
　・ＨＰＶワクチン対策について
　・八幡平市メディテックバレープロジェクトについて

米田　定男　議員 (日本共産党)………………………１１
　・脱炭素社会への取り組みの強化とごみ処理広域化問題に
　　ついて
　・学校給食費無料化について

工藤　多弘　議員 （無会派)……………………………１２
　・大更顔づくり施設について
　・市公共施設等総合計画について
　・特別支援学校の分教室について
　・市営住宅について

髙橋　悦郎　議員 (日本共産党)………………………１2
　・米価の下落について
　・介護保険について
　・子育て支援について

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員
（八起会）

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

問　
田
山
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
高
齢
者
遠
隔
医
療
実
証
実
験

の
状
況
と
展
開
は
。

市
長　

常
勤
医
師
が
不
在
と

な
っ
た
田
山
診
療
所
に
通
院
中

の
患
者
を
対
象
に
遠
隔
で
の
見

守
り
と
診
療
の
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。
現
在
は
見
守
り
が
中

心
で
、
診
療
に
つ
い
て
は
試
行

段
階
だ
が
、
本
年
度
は
冬
場
の

悪
天
候
に
起
因
す
る
休
診
を
防

ぐ
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し
て

い
る
。
将
来
は
市
の
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
事
業
拡
大
す
る
。

ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ

問　
実
績
と
効
果
を
伺
う
。　

市
長　
こ
れ
ま
で
23
回
開
催
し
、

延
べ
３
０
５
人
が
参
加
し
て
い

る
。
全
国
的
に
も
名
が
知
ら
れ

て
お
り
、
近
年
で
は
申
込
者
が

多
く
10
～
30
倍
の
競
争
率
で
あ

る
。
キ
ャ
ン
プ
を
き
っ
か
け
に

14
社
が
起
業
し
た
。
ま
た
、
受

講
生
の
う
ち
11
人
が
転
入
す
る

な
ど
、
雇
用
創
出
効
果
や
定
住

対
策
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

田
山
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
有
効
活
用
要
望

問　
田
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
冬
の
ス
キ
ー
競
技
会
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
有
効
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
近
隣
へ
の
砂

ぼ
こ
り
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
緑
化
し
て
、
公

園
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
が
く

つ
ろ
げ
る
場
所
や
要
望
が
あ
る

18
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

も
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

の
関
係
も
含
め
、
関
係
団
体
と

協
議
し
、
検
討
し
た
い
。

問　
三
つ
巴
戦
の
激
戦
を
制
し

て
、
二
代
目
市
長
に
就
任
し
た

佐
々
木
孝
弘
市
長
に
祝
意
と
敬

意
を
表
す
る
。
市
長
は
明
日
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
に
情
熱
と

誠
意
を
持
っ
て
果
敢
に
取
り
組

む
と
述
べ
て
い
る
。
選
挙
公
約

は
市
民
と
市
長
と
の
約
束
事
で

あ
る
。
ど
う
実
現
す
る
考
え
か
。

市
長　
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
6

つ
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
第
二

次
市
総
合
計
画
後
期
計
画
と
整

合
性
を
図
り
選
択
と
集
中
を
徹

底
し
着
実
に
進
め
る
。
と
も
に

働
き
、
学
び
、
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

出
産
祝
金
１
人
50
万
円
支
給
事

業
は
4
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

期
待
大
の
新
図
書
館

問　
今
選
挙
の
争
点
と
な
っ
た

ハ
コ
モ
ノ
行
政
・
コ
ン
パ
ク
ト

化
な
ど
、
大
更
駅
前
顔
づ
く
り

施
設
（
新
図
書
館
）
の
基
本
理

念
・
将
来
像
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
理
解
と
合
意
を

深
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

市
長　
顔
づ
く
り
施
設
の
概
算

工
事
費
、
約
22
億
円
に
疑
問
を

持
た
れ
た
市
民
も
あ
る
と
思
う
。

地
域
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧

に
説
明
し
理
解
を
深
め
建
設
実

現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
す
る
。

教
育
長　

市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
の
場
と
な
る
図
書

館
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

市
職
員
の
地
域
活
動

問　
地
域
に
飛
び
出
し
自
治
会

や
ス
ポ
少
指
導
で
市
民
と
一
緒

に
活
動
す
る
職
員
の
評
価
は
。

市
長　
八
幡
平
市
職
員
心
得
五

カ
条
に
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加

を
規
定
。
心
得
を
全
職
員
が
取

り
組
む
よ
う
督
励
・
応
援
す
る
。

高
齢
者
遠
隔
医
療
実
験
開
始

田
山
地
区
結
果
も
と
に
拡
大

高齢者見守りサービス腕時計端末

新
市
長
の
公
約
と
政
治
姿
勢

全
身
全
霊
で
実
現
化
に
挑
戦

まちづくりに意欲を示す市長答弁　　

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

工
く ど う

藤隆
りゅういち

一 議員
（八起会）

問　
名
実
と
も
に
日
本
一
で
あ

る
安
代
り
ん
ど
う
の
さ
ら
な
る

強
化
継
続
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
輸
出
事
業
の
運
賃
な
ど
を

助
成
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
安
代
り
ん
ど
う
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
を
図
る
上
で
も
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
は
、
輸
出
拡
大
戦
略

に
よ
る
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
花か

卉き

生

産
部
会
に
情
報
提
供
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

問　
旧
盆
需
要
・
予
約
注
文
の

確
保
達
成
に
対
す
る
責
任
産
地

を
支
え
る
取
り
組
み
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
高
単
価
リ
ン
ド
ウ
品
種

作
付
け
転
換
支
援
事
業
の
継
続

と「
り
ん
ど
う
１
０
０
年
産
地
」

の
形
成
を
進
め
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化

問　
同
窓
会
な
ど
へ
市
か
ら
限

定
補
助
し
、
宿
泊
施
設
・
飲
食

店
を
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
移
住
定
住
が
促
進
さ
れ

る
施
策
を
早
急
に
研
究
し
同
窓

会
な
ど
へ
の
助
成
は
今
後
の
動

向
・
事
例
を
参
考
に
し
て
い
く
。

広
域
再
編
を
促
し

農
地
維
持
の
対
策
を

問　
多
面
的
機
能
支
払
と
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
あ

る
。
両
事
業
を
広
範
囲
で
活
用

し
て
い
く
取
り
組
み
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人

材
不
足
に
悩
ん
で
い
る
集
落
の

意
向
を
確
認
し
、
広
域
化
を
望

む
集
落
に
対
し
て
は
、
支
援
を

し
て
い
く
。
各
集
落
協
定
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
広
域
再
編

の
意
向
を
確
認
す
る
。

問　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り

や
若
者
の
移
住
・
定
住
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

市
長　
少
子
化
が
当
市
の
大
き

な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。
来
年

度
か
ら
出
産
祝
金
を
第
一
子
か

ら
５０
万
円
に
増
額
や
待
機
児
童

が
多
い
０
歳
児
の
保
育
室
受
入

数
を
９
人
か
ら
２１
人
へ
増
員
す

る
ほ
か
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡

大
す
る
。
ま
た
、
移
住
に
つ
い

て
は
、
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
に

よ
る
企
業
創
出
な
ど
に
努
め
て

お
り
、
都
市
部
か
ら
の
移
住

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
て
い
く
。

問　
松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ
～
安
代

Ｉ
Ｃ
間
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
推
進
を
伺
う
。

市
長　
令
和
３
年
８
月
に
「
国

に
よ
る
準
備
段
階
調
査
」
に
採

択
、
１１
月
に
第
１
回
準
備
会
が

開
催
さ
れ
、
今
後
、
早
期
の
事

業
化
に
向
け
取
り
組
む
。

問　
市
立
病
院
で
の
人
工
透
析

治
療
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
４
床
の
増
床
工
事
を
行

い
、
令
和
４
年
３
月
末
に
は
計

１２
床
と
な
り
、
受
け
入
れ
可
能

患
者
数
が
最
大
４８
名
と
な
る
。

移
動
期
日
前
投
票
所

問　
移
動
期
日
前
投
票
所
の
成

果
お
よ
び
今
後
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　
投
票
者
か
ら
は
「
投
票

す
る
場
所
が
近
く
だ
か
ら
、
助

か
る
」、「
歩
い
て
来
ら
れ
る
の

で
便
利
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
、

離
れ
て
い
る
方
に
投
票
の
機
会

を
確
保
で
き
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。
今
後
は
、
投
票
時
間

や
移
動
順
路
を
検
証
し
、
利
便

性
を
高
め
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
消
費
の
落
ち
込

み
で
、
米
の
需
要
は
伸
び
ず
、

２０
年
産
米
の
持
ち
越
し
在
庫
で
、

米
価
が
大
幅
に
下
落
し
て
い
る

緊
急
的
な
支
援
の
考
え
は
。

市
長　
市
の
農
業
再
生
協
議
会

へ
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
を
提

出
し
て
い
る
農
業
者
な
ど
で
、

販
売
を
目
的
と
し
て
主
食
用
水

稲
を
生
産
し
て
い
る
事
な
ど
を

要
件
に
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
８

０
０
円
を
給
付
す
る
。

移
動
期
日
前
投
票
所

問　
移
動
期
日
前
投
票
所
を
開

設
し
た
。
今
後
の
課
題
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
課
題
と
し

て
は
悪
天
候
の
場
合
、
車
内
に

乗
り
込
め
る
人
数
が
限
ら
れ
る

た
め
建
物
内
で
の
待
機
な
ど
、

環
境
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
。

教
科
担
任
制

問　
令
和
４
年
度
か
ら
教
科
担

任
制
と
な
る
。
導
入
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

教
育
長　
専
門
教
員
の
熟
練
指

導
が
可
能
と
な
る
こ
と
。
児
童

の
学
習
内
容
の
理
解
度
や
定
着

が
向
上
し
、
中
学
校
へ
の
円
滑

な
接
続
を
図
る
事
が
で
き
る
こ

と
が
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

地
域
電
力
会
社
と
は

問　
選
挙
公
約
の
中
で
、
地
域

電
力
会
社
設
立
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
内
容
は
。

市
長　
電
気
の
地
産
地
消
を
目

的
と
し
た
地
域
密
着
型
の
電
力

小
売
業
者
の
総
称
で
あ
る
。
経

済
の
地
域
内
循
環
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
取
り
組
む
環
境
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

稲
作
農
家
へ
の
緊
急
支
援

10
ア
ー
ル
１
８
０
０
円
給
付

JA新いわて田頭倉庫の在庫米

八
幡
平
市
の
リ
ン
ド
ウ
振
興

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
強
化

青空のもと咲き誇る安代りんどう

安
比
ハ
ロ
ウ
校
の
開
校

交
流
人
口
や
経
済
波
及
効
果

建設中の安比ハロウ校

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員
（日本共産党）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

問　
流
域
治
水
と
い
う
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
伺
う
。

市
長　
一
級
河
川
の
水
系
ご
と

に
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働

し
て
、
流
域
全
体
で
水
害
を
軽

減
さ
せ
る
治
水
対
策
で
あ
る
。

問　
浅
沢
地
区
岩
木
集
落
の
安

比
川
堤
防
工
事
計
画
の
進
展
は
。

市
長　
県
の
事
業
で
平
成
１３
年

度
か
ら
岩
屋
・
岩
木
工
区
の
築

堤
護
岸
を
整
備
し
て
い
る
。
用

地
取
得
に
進
展
が
あ
り
、
来
年

度
よ
り
築
堤
護
岸
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
啓
発
推
進
は

問　
子
宮
頸け

い
が
ん
は
、
国
内
で

年
間
約
１
万
１
０
０
０
人
が
罹り

患か
ん

し
、
約
２
８
０
０
人
が
死
亡

し
て
い
る
。
と
て
も
有
効
な
対

策
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
だ
が
、
対
象
年
齢
の
期
間
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
方
へ
の
通
知

な
ど
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
国
が
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
対
象
者
の
方
々
に
郵

送
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

問　
新
年
度
か
ら
始
ま
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
関
与
の

再
開
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

市
長　
時
期
を
捉
え
、
遅
れ
が

な
い
よ
う
に
再
開
に
向
け
て
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問　
八
幡
平
市
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク

バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
医
療
と

見
守
り
を
一
体
的
に
提
供
し
、

市
民
が
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
に
、
医
療
福
祉
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

連
携
す
る
新
産
業
を
創
出
し
て

い
く
。

問　
気
候
危
機
が
人
類
に
と
っ

て
極
め
て
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、

そ
の
打
開
の
課
題
は
緊
急
で
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
が
世
界
に

広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
ご
み

処
理
事
業
は
自
治
体
の
責
任
で

あ
り
、
常
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
最
小
限
に
す
る
努
力
が
必

要
で
あ
り
当
然
の
責
務
で
あ
る
。

市
長　
ご
み
処
理
広
域
化
に
伴

う
長
距
離
運
搬
を
踏
ま
え
て
も
、

単
独
処
理
す
る
よ
り
も
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
10
％
削
減
さ
れ

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

問　
10
％
削
減
の
根
拠
が
明
確

で
は
な
い
。
処
理
施
設
の
受
け

入
れ
を
表
明
し
た
地
区
か
ら
は
、

そ
の
絶
対
条
件
と
し
て
、
処
理

方
法
は
溶
融
炉
方
式
、
と
の
申

し
入
れ
が
あ
る
。
溶
融
炉
方
式

は
、
高
温
達
成
の
た
め
に
コ
ー

ク
ス
投
入
も
あ
り
得
る
方
式
で

あ
り
、
ま
さ
に
脱
石
炭
、
脱
炭

素
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
長　
指
摘
の
と
お
り
、
溶
融

炉
方
式
は
、
コ
ー
ク
ス
な
ど
の

燃
料
が
必
要
で
あ
り
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
増
加
す
る
こ
と

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
時
に

有
識
者
の
意
見
を
聞
い
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
施
設
受
け
入
れ
の
絶
対
条

件
と
し
て
、
溶
融
炉
方
式
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
受
け

入
れ
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

処
理
方
式
に
つ
い
て
今
後
検
討

で
は
、
地
区
の
声
を
裏
切
る
こ

と
で
あ
り
、
行
政
の
最
も
良
く

な
い
部
分
と
い
え
る
。

市
長　
溶
融
炉
方
式
が
な
ぜ
絶

対
条
件
な
の
か
に
つ
い
て
も
十

分
理
解
で
き
て
い
な
い
。
い
ず

れ
今
後
の
検
討
で
あ
る
。

問　
議
会
を
代
表
す
る
現
職
の

議
長
が
、
三
つ
巴
の
市
長
選
の

１
つ
の
陣
営
の
後
援
会
長
に
就

任
し
た
。
こ
れ
で
公
明
正
大
な

選
挙
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
。

市
長　
あ
る
べ
き
選
挙
が
、
ゆ

が
め
ら
れ
た
と
す
る
発
言
は
理

解
で
き
な
い
。
議
会
運
営
の
場

に
後
援
会
と
の
関
係
を
持
ち
込

む
わ
け
で
は
な
い
。
議
会
と
当

局
の
関
係
は
、
維
持
し
て
い
け

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

問　
市
長
選
で
は
、
ど
の
政
党

に
も
推
薦
要
請
し
な
い
、
い
わ

ゆ
る
市
民
党
的
な
立
場
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
衆
議
院
選
挙
で

は
、
選
挙
は
が
き
上
で
特
定
の

政
党
の
候
補
を
推
薦
し
て
い
た
。

ど
ち
ら
が
真
意
な
の
か
伺
う
。

市
長　
政
党
支
援
で
は
な
く
、

市
長
選
挙
で
個
人
的
に
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
候
補
者
を
応
援

し
、
推
薦
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
と

の
関
係
を
今
後
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
議
会
基
本
条
例
第
９
条

の
市
長
等
と
の
関
係
の
基
本
原

則
に
の
っ
と
り
、
緊
張
関
係
を

維
持
し
て
い
く
。

問　
政
治
家
は
、
深
い
洞
察
力

に
よ
っ
て
、
行
為
の
結
果
を
予

見
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
責
任
が
あ
る
。
行
政
の
最

高
責
任
者
で
あ
る
市
長
の
権
限

は
絶
大
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
・
監
視

機
能
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

市
長
が
議
長
に
後
援
会
長
を
依

頼
し
た
の
は
、
間
違
い
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

市
長　
議
長
の
職
と
い
う
よ
り
、

個
人
と
し
て
の
就
任
で
あ
る
。

結
果
的
に
議
長
で
あ
っ
た
と
い

う
事
で
問
題
は
な
い
。

後
援
会
長
に
議
長
の
真
意
は

私
の
公
約
に
賛
同
す
る
個
人

八幡平市議会に係る条例

治
水
防
災
の
対
策
は

流
域
治
水
で
水
害
を
軽
減

増水時の安比川（浅沢地区）

広
域
化
は
脱
炭
素
に
逆
行

処
理
方
式
は
今
後
も
検
討

広域化計画が進むごみ処理施設

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

八幡平市議会基本条例

（議長及び副議長）
第５条  議長及び副議長は、議会を代表
　　　  する立場として、公平、中立な
　　　  活動を行うものとする。
　２　  議会は、議長及び副議長の選出
　　　  に当たり、所信表明の機会を設
　　　  けるものとする。

第2章  議員の活動原則
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髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（無会派）

問　
今
年
４
月
時
点
で
、
市
内

の
介
護
施
設
入
所
希
望
者
は
２

３
４
人
で
、
う
ち
早
急
に
入
所

が
必
要
な
方
は
１８
名
と
な
っ
て

い
る
が
対
策
を
伺
う
。

市
長　
４
月
以
降
、
早
急
に
入

所
が
必
要
な
１８
人
の
う
ち
、
６

名
が
施
設
入
所
し
た
。
他
に
、

民
間
の
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
整
備
の
計
画
が
あ
り
、
待
機

者
解
消
に
有
効
と
考
え
て
い
る
。

米
価
下
落
対
策
を

問　
今
年
の
米
価
は
農
協
の
仮

渡
金
で
２３
％
下
落
し
た
。
今
年

は
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
野

菜
の
市
場
価
格
も
暴
落
し
て
お

り
、
米
と
野
菜
で
本
市
の
農
家

収
入
は
、
５
・
５
億
円
ほ
ど
減

収
し
て
い
る
。
市
の
支
援
事
業

で
あ
る
農
業
機
械
導
入
へ
の
支

援
事
業
の
拡
大
が
必
要
で
は
な

い
か
見
解
を
伺
う
。

農
林
課
長　
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
事
業
の
拡
充
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
農
家
の
意
見

を
伺
い
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
子
育
て
支
援

問　
現
在
３
歳
か
ら
の
保
育
料

は
無
料
で
あ
る
が
、
２
歳
ま
で

の
保
育
料
も
無
料
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

地
域
福
祉
課
長　
年
間
３
０
２

０
万
円
あ
れ
ば
保
育
料
の
完
全

無
料
化
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
で
、
就

学
前
の
子
ど
も
の
均
等
割
が
国

の
制
度
で
半
額
に
な
る
。
宮
古

市
な
ど
は
１８
歳
ま
で
均
等
割
免

除
し
て
い
る
が
、
当
市
も
実
施

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
国
の
制
度
な
の
で
、
自

治
体
間
で
不
平
等
に
な
ら
な
い

よ
う
国
が
負
担
す
る
べ
き
だ
。

問　
紫
波
町
の
オ
ガ
ー
ル
の
よ

う
に
広
い
場
所
で
は
な
く
、
な

ぜ
大
更
駅
西
口
の
狭
い
土
地
に

建
設
を
予
定
す
る
の
か
伺
う
。

市
長　
大
更
駅
前
の
魅
力
あ
る

商
店
街
形
成
・
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

問　
建
物
に
隣
接
し
な
い
駐
車

場
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　
周
辺
の
駐
車
場
を
活
用

し
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
２

０
０
メ
ー
ト
ル
歩
く
こ
と
に

よ
っ
て
人
通
り
が
で
き
、
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。

問　
図
書
館
利
用
者
の
各
年
代

層
の
目
標
は
達
成
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
昨
年
度
は
市
民
一
人

当
た
り
貸
出
点
数
の
目
標
指
数

を
２
・
０
点
と
定
め
た
。
１０
代

後
半
と
２０
代
お
よ
び
５０
代
以
上

の
年
齢
層
で
は
、
目
標
指
数
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
現
在
の
図
書
館
の
跡
地
活

用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
現
時
点
で
具
体
的
な

利
活
用
の
考
え
は
な
い
が
、
有

効
に
活
用
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
、
在
り
方
も
含
め
検
討
す
る
。

公
共
施
設
維
持
費
は

年
間
31
億
４
千
万
円

問　
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
建
物
施

設
の
維
持
管
理
費
の
見
通
し
は
。

市
長　
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
道
路
、

橋
梁
、
上
下
水
道
の
管
路
な
ど

の
老
朽
化
に
よ
り
年
間
維
持
費

は
増
加
し
て
い
く
。
建
物
施
設

も
同
様
で
あ
る
。

問　
公
共
施
設
の
統
合
や
除
去

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
策
定
中
の
公
共
施
設
再

編
計
画
に
お
い
て
、
未
利
用
施

設
を
対
象
に
廃
止
ま
た
は
譲
渡

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

新
図
書
館
等
運
営
維
持
費
は

年
間
７
千
万
か
ら
９
千
万
円

大更駅前の新図書館等建設予定地

早
急
の
入
所
必
要
者
18
名

民
間
有
料
施
設
の
計
画
期
待

安代地区の高齢者生活支援ハウス 

議会の動き

（１０月１日～１２月３１日)

１０月

▲

６日　議会運営委員会、議会広聴広報常任委員会

▲

１１日　令和３年第３回臨時会、議会改革推進会議

▲

１８日　議会改革推進会議議員研修会（ワークショップ）

▲

２２日　令和３年盛岡北部行政事務組合議会第２回定例会

▲

２７日　盛岡地区広域消防組合議会（10月定例会）

１１月

▲

５日　議会広聴広報常任委員会

▲

９日　議員研修会（動画視聴）

▲

１１日　産業建設常任委員会所管事務に係る視察調査

▲

16日　議員研修会（動画視聴）

▲

１９日　議会改革推進会議議員研修会（講演会）

▲

２２日　議員全員協議会

▲

２５日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員研修、

　　　　岩手県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会

▲

３０日　議会運営委員会、議会広聴広報常任委員会

１２月

▲

４日　令和3年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

６日　令和３年第４回定例会（～12日14日）、

　　　　議会広聴広報常任委員会

▲

８日　議会改革推進会議

▲

９日　総務常任委員会、産業建設常任委員会

▲

１０日　議会運営委員会

▲

１１日　令和3年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

１７日　議会運営委員会

▲

１８日　令和3年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

２１日　盛岡地区広域消防組合議会臨時会

▲

23日　議会広聴広報常任委員会

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■�応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールで応募ください。正
　解者の中から抽選で５人に八幡平市共通商品券 1,000円分 をお
　贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせていただき
　ます）。
■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　令和４年３月４日㈮(当日消印有効)
■前回(№6５)の正解　92．0
　　　　　　　　　　応募者　１６人　　正解者　１６人

ク イ ズ

八幡平市では、令和
４年度より出産祝金
を第１子から○○万
円に増額する予定。

次は　３月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴すること
ができます。傍聴を希望する方は、議会開催日に市役所
３階の議会事務局までお越しください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の
テレビでライブ中継を行っているほか、インターネット
（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画配信して
います。
令和３年12月定例会の視聴回数は596回です。
　　　　９月定例会の視聴回数は512回でした。

（令和４年1月６日時点）

期　日 内　容

２月1７日㈭ 市長施政方針演述  ほか
２月1８日㈮
～

３月１日㈫
休会

３月２日㈬～４日㈮ 会派代表質問、一般質問

３月５日㈯・６日㈰ 休会

３月７日㈪～１０日㈭ 一般質問、議案審議、
予算特別委員会

３月11日㈮～1３日㈰ 休会
３月1４日㈪ 予算特別委員会
３月1５日㈫ 休会
３月１６日㈬ 予算特別委員会
３月１７日㈭ 休会
３月１８日㈮ 委員長報告  ほか

　　

ＩＴ研究で起業家育成と社会貢献
　産業建設常任委員会では、大更駅前の八幡平市起業家
支援センターほか3カ所の視察調査を行った。起業支援
を目的としたプログラミング言語習得講座「スパルタ
キャンプ」は、人気が沸騰し国内外から多数の応募者が
あるが、全てに応じきれない。当日もＩＴ起業家を目指
して国内各地から集まった男女がプログラミングに挑戦
していた。人口減少、少子高齢化問題や農業、観光振興
など、地域に根ざした学びから次代を担うＩＴ技術人材
を育て世界に大きく羽ばたいてほしい。

産業建設常任委員会 ■期日・場所　１１月１１日・八幡平市内4カ所　
■内容　産業建設常任委員会所管の令和３年度
                  主要事業等に係る市内視察調査

委員会活動報告

5年で約３00人が受講した起業志民Ｐｒｏｊｅｃｔ

八幡平市議会活動レポート

議会改革研修会

ワークショップ研修会の開催
　10月18日に市議会改革推進会議主催の研修会を開催
しました。ワークショップは住民参加型のまちづくりに
おいて、参加者の合意を得るために有効な技法として活
用されていることから、市総務課行政係長の根守緑氏を
講師に迎え、全議員が「あなたにとって八幡平市に必要
なもの」をテーマに付箋を使い、さまざまな意見やアイ
ディアを出し合いました。集約した結果「文化施設や娯
楽施設、女性議員」などが必要との提案がありました。グループワークで意見を出し合う様子

地域経営を目的に研修会を実施
　11月19日に市議会改革推進会議主催の研修会を開催
しました。中央大学名誉教授法学博士佐々木信夫氏を講
師に迎え、「転換期を迎えた地域経営」を演題に講演し
ていただきました。地域の自立と広域のまちづくり、八
幡平田園都市構想、新たな国のかたちの観点から東京一
極集中の交通網を改革する事により、中央集権から地方
主権へ、47都道府県を廃止し広域州移行など地方を十分
に重要視した内容であり、大変参考になりました。 「転換期を迎えた地域経営」の研修風景

議員全員協議会

　米の消費量が減少しており、米の在庫が増えている。さ
らにコロナの影響も重なったため、米価の下落が続いて
いる。この状況を踏まえ、主食用米の生産および販売を
行う農家に対して給付金を支給するものである。支給対
象は、農業再生協議会へ営農計画書を提出していること
や作付け面積が10アール以上の経営体であること。給付
額は、10アールあたり1,800円で令和4年1月に対象者
へ通知し、2月下旬から3月までに支払われる予定。

主食用水稲生産緊急支援事業

議員全員協議会
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　石川啄木は銀座の並木道を歩い
ている老紳士を見て、「将来の日
本」を暗示するような出来事に
あった、と言います。その老紳士
の顔には、適度に働いて来た人の
柔らかな満足の表情があったとも
いいます。
　八幡平市にはいろいろ工夫し、
研究をして野菜を作っている方、
紫根染めを研究して次世代に伝え
ている方、シルバー人材センター
で活動している方など、生涯現役
で生き生きと働いている方々がい
ます。現代はこうして経験を活か
しながら適度に働き続けることこ
そが、柔らかな満足を得る近道だ
と啄木も思うことでしょう。

議 会 の ま ど

柔
ら
か
な
満
足
を

　
　
　
　
得
る
た
め
に山

やまもと
本  玲

れ い こ
子 さん

（温泉郷）

　八幡平市議会のホームページには、は
ちまんたい議会だよりのほか、議会日程
（会期日程、一般質問の通告一覧）や議
決結果、会議録（キーワード検索できま
す）などを掲載しています。ご覧くださ
い。

市議会ホームページにアクセスを

令和３年第４回定例会
傍聴者数

51人

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。
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も
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に
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も
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の
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ね
。

　
　
　
　
（
大
久
保
・
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歳
女
性
）

カ
ラ
ー
で
読
み
や
す
い
で
す
。新
し

く
で
き
た
松
尾
保
育
所
へ
向
か

う
道
路
は
狭
く
、
凍
結
す
る
の
で
対
策

し
て
ほ
し
い
で
す
。（
東
・
３６
歳
女
性
）

崩
れ
か
か
っ
て
い
る
空
き
家

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
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急
に
対
策
し
て
ほ
し
い
で
す
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農
作
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終
わ
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近
づ
き

「
ギ
カ
イ
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ろ
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む
機
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が
多
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な
っ
て
う
れ
し
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で
す
。　
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向
久
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性
）

３
月
定
例
会
の
傍
聴
に
行
き

ま
し
た
。と
て
も
有
意
義
で

し
た
。
機
会
を
み
て
ま
た
行
っ
て

み
た
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
（
関
口
・
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歳
女
性
）

障
が
い
の
あ
る
高
齢
者
が
選
挙
の

投
票
に
行
け
る
よ
う
な
社
会
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
良
い
方
法
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。　
（
寄
木
・
65
歳
男
性
）

議
会
を
直
接
見
に
行
け
ま
せ

ん
が
、「
ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
」

を
読
ん
で
議
員
さ
ん
の
考
え
や
市

の
問
題
点
な
ど
を
知
る
事
が
で
き

ま
し
た
。　
（
野
口
・
６４
歳
男
性
）

保育園紹介

平舘こども園
保護者会会長

佐
さと う
藤 曜

ひかり

　さん

平 舘こども園の年長児は、
月に一度の習字の時間を

楽しんでいます。他にも平舘コ
ミセンの招待でサラダファーム
やおもちゃ博物館に出かけたり、
年長児ならではの活動を通して、
たくさんの事を学んでいます。
また、平舘の大泉院の地蔵祭り
では、お稚児さんになりみんな
の幸せを祈って回って来ました。
平舘地区の皆さんにかわいがら
れ、とってもハッピーな子ども
たちです。

熊
の
生
息
数
や
駆
除
上
限
数

な
ど
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

共
存
の
上
で
良
い
数
字
だ
と
思
い

ま
し
た
。（
山
子
沢
・
36
歳
女
性
）


